
期末テストが終わり、いよいよ受験校決定です 
 期末テストが終わり、来週からテストの返却になります。来週２６日（火）には進路希望

調査の締め切りです。１１月１日実施した実力テストと今回の期末テストを踏まえ、希望す

る学校を選択してください。しかし、現段階で希望と実力がかけ離れている人は、３者懇談

会までに担任の先生から連絡があると思います。また。高専・公立・私立も含め推薦を希望

する人は、１２月３日（火）【予定】で推薦希望者の面接を行います。志望理由やその学校で

どんな学習をしたいのか、取りたい資格があるか、将来の夢などより具体的に希望する理由

を聞きますので、考えておいてください。 

 ２学期のテストは終わりましたが、受験に必要な評価は１月末までになります。３学期最

初の実力テストで、大きく点数が下がったり、冬休みの課題が提出出来ない人は、受験校の

変更をする場合もあります。その時はもう１度３者懇談会を行います。受験校を決めただけ

で受験はしていないのですから、合格するまで気を抜かないよう、これからも集中して授業

に取り組み事はもちろんですが、受験に向けての準備をしっかり行っていきましょう。今ま

で以上に家庭学習に時間を使い、集中して学習を進められるよ

うにしましょう。 

明治時代、淀川の整備は社会の喫緊の課題でした。明治政府

は海外から多くの土木技師を招きました。その１人がオランダ

出身のヨハネス・デ・レイケさん（１８４２～１９１３）です。

３０年もの間日本に滞在し、大阪を流れる淀川の改修を行いま

した。事業は順風の中で進んだわけではありません。当時は階

級意識がまだ根強く残り、職人出身だった彼は、周囲から軽く

扱われることもありました。また他国からやってきた他の技師

による誹謗中傷にも苦しめられました。困難に打ち勝つ力となったのが、日本に来てから出

来た親友の存在でした。整備事業の計画や設計などことある毎に２人は話し合いアドバイス

をしました。デ・レイケが愛妻を失った時には、真心の励ましを送りました。２人の書簡の

やりとりは、デ・タイケがオランダに帰国した後も３４年間も続きました。支え合い、励ま

し合える仲間の存在は苦境を乗り越える力となりました。    

中学校生活も後約４ヶ月です。幼・小・中と絆をつないできた仲間と共に過ごせる時間も

残りわずかです。これから『受験』という今までの人生の中で経験したことの無い壁に向か

っていかなければいけません。１人では不安な事もあるでしょう。受験もみんなが力を出し

合う事で、乗り越えることが出来ると信じています。 

来週の時間割です 

１１月２５日（月） 

 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 行 事 

１組 理科 国語 数学  

 

体育 

英語 理科 生徒会選挙活動 

専門委員会 ２組 英語 数学 国語 理科 家庭 

のぞみ 自活 自活 自活 英語 家庭 

３組 国語 理科 英語 数学 道徳 

  １１月２６日（火） 

 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 行 事 

１組 数学 社会Ａ 英語 音楽 理科  生徒会選挙活動 

２組 音楽 英語 理科 国語 社会Ａ  

のぞみ 音楽 数学 国語 理科 社会Ａ  

３組 理科 音楽 社会Ａ 英語 数学  

１１月２７日（水） 

 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 行 事 

１組  

道徳 

国語 美術 社会Ａ 数学  

 

体育 

生徒会選挙活動 

２組 英語 社会Ａ 数学 美術 

のぞみ 英語 社会Ａ 数学 美術 

３組 社会Ａ 社会Ａ 数学 英語 国語 

１１月２８日（木） 

 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 行 事 

１組 社会Ａ 理科  

 

体育 

英語 国語 家庭 生徒会選挙活動 

数英応援団 ２組 理科 社会Ａ 数学 社会Ａ 社会Ｂ 

のぞみ 国語 社会Ａ 理科 社会Ａ 社会Ｂ 

３組 英語 国語 家庭 数学 理科 

１１月２９日（金） 

 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 行 事 

１組 理科  

 

体育 

社会Ｂ 数学 国語  

生徒会

選挙 

 

生徒会長選挙 

２組 数学 国語 理科 英語 

のぞみ 自活 数学 自活 英語 

３組 国語 社会Ａ 社会Ｂ 理科 

※１２月９日（月）に卒業アルバム用写真撮影です。服装はジャケット、カッターシャツ、

ネクタイ・リボンです。髪の毛が長い人は整えておきましょう。【撮り直し有りです】 

※２９日（金）に生徒会長選挙が行われます。先輩としてエールを送りましょう。 
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